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1920年代のフランス共産党の出版活動
-1921-1930-（２）数量的分析
机艮匡俊
はじめに
1920年１２ﾉ1に成立したフランス共産党は，hll立から1930年末まで
の１０ｲﾄﾞ|Ⅱ1に800点近いＩｌＩ}こ｢･体''１版物を刊行した。この８００点近い出版
物のＦ１録は当該時期のフランス共産党の知的活動を示すものであるが，
同１１寺に８００１i'1近く操l〕返された，活字媒体を利川するメッセージの伝達
という行為の痕跡をも示している。したがってまた，この目録はフラン
ス共産党を｢|J心として生まれたコミュニケーション空''１１の痕跡と考える
こともできよう。本稿の[1的はすでに作成されている目録①を利)|Iして
当該時期のフランス共産党のコミュニケーション空|ＡＩの特質と，その変
容をlﾘＩらかにすることにある。
とはいえ，このコミュニケーション空１１Mは数鼠的な広がりにおいて，
共産党の組織と一致するものではなく，また目録に収録された出版物の
みがコミュニケーション空'６１を維持した１１化一の活字媒体であったという
わけでもない。そこで，フランス｣し産党の迦勅の広がりと各ijiiの活字媒
体によって結ばれた全コミュニケーション空''１１の)ムがりとを数量的に検
討しておく必､要があろう。
まず，１９２０年代のフランス共産党の組織を構成した党員の数は，ア
ニー・クリーゲルの研究②によれば，５万羽と推定される１９２３年から
1933年の推定３万1iii後まで，なだらかに下降線を描いている．１９３０年
の推定値が４万弱であるから，1920ｲ１２代全体について，ほぼ４万人台
と考えることができる．－万，全国的な選挙における共産党の得票数は
２１２
１９２０ｲ'１代のフランス共産党の}11版活動
これに比してはるかに大きい③。当該１１$１０１に実施された下院識貝総選準
は1924ｲ|:と1928ｲ|:の二１，１あI)，ｉiii背におけるｉｌﾄﾂ(数は約８７万票，後
背においては約１０６ﾉj票であった。約百ﾉjという数Ilnをもって，この時
101のフランス共産党の巡動体のもっとも外('''1の枠組を想定することがで
きよう。なお，このⅡ#101においては，女lll1は投票の椛利を認められてお
らず，役W(総数はiii｢片においては約８９０ﾉJ，後者においては９３５万であ
った。共l雅党の111Ｗ(率はiiii行では９．８％，後者では１１．４％である。
一方，灸|Ｆ１的な範'１１１で共IiI:党がﾄﾘﾉ|'しえた妓大のiili字媒体はNi間であ
った。肢ﾉU(M模のものはl905fli以来フランス社会党の機関紙であり，
1920ｲｉｉイミの社会党の分裂の後にj1i産党の)ﾘiｲi｢に｜iT)した「ユマニテ」であ
る｡このWilⅡ1の充↑ｊＨｌｌ数は，192()ｲ｢代についてはイ;|ﾘ|であるが，1936
ｲ|ﾐの党大会で公式に炎Iﾘ1された数ｌｉ１ｈによれば④，193()年の平均発行部
飲はほぼ１７万４千Hllであったいこの数'1(〔はl933flfの１５万５千にlii1け
て下降し，翌イドになって党貝数とｌｉｉｌ様jnAけ１．にllniじている。１９２０年台
全体としては，ほぼ2()刀を-ﾄ1111る径度とみなすことができよう．
全国規模で党''１央が発行していた機|Ｈ１誌'よ二極あった。これら定期刊
｢T物に|Ｈ１する数逓的データはタルタコヴスキによってlﾘlらか仁されてい
る⑤。もっとも充付ＩＨＩ数の多いものは「カイエ・デュ．ポルシェヴィス
ム」で2000部，この|Al，定1Uli;倣統打へのｌＩＸ光が約850,TlillHされるもの
が約90()であった。「コレスポンダンス・アンテルナシオナル〔'1の発行
部数はl(jOO,定19鮒i流が約55()，ili版されるものが約290であった。「ア
ンテルナシオナル・コミュニスト」はもっとも光ｒｉＮｌＩ数が少なかった。
700部苑1tされるものの|ﾉ１，定１０|識読打への''1〔光は約３５０，Tlil1にれるも
のが約170である。数Ilr〔はいずれも193()ｲ'&木のものである。
本稿のコルブスをNIli収するⅢ｢体'１１版物は体裁，１Ｍ模，IHilh，したが
てまた''１版部数から舳布の範ｌｌＩ１にいたるまで多様である｡もっとも大
＼ものは，１９２０ｲ|：代未から|:''１丁された『レーニン全集」を》||とすれ
巻水として111版されたジャン・ジョレスの『フランス革命の社会
２１３
／
主義的1腿史』であるが，一'111当たりについてみれば，もっとも1M模の小
さいものは犬紙)し紙で炎紙を含めて１６ページのパンフレットであり，
もっともjjMの大きいものｌよ(;82ページにおよぶ『第汀１１１１大会から第六
回大会までのコミンテルンのｉ１Ｍﾘﾉ』であった｢,価格についてみると，も
っともIWililiなものは0.15フランの-1211Jパンフレットであり，もっとも
高llliなもの'よＭ３「レーニン介卿の'蕊flIi版で`１０フランであった｡
IlAI々の''１版物の充iTl111数はいまではｉｉｉ調することができない。だが，
タルクコヴスキは概略的な数１，Ｍリデータを'ﾘlらかにしている⑥、これに
よれば，ほぼili均して｢|llllllIill数は３０()Ｏであった。だが，Ｉ９３ｌイ'２の調ｌｏｔ
によれば，l11ri点数の３１ｌｉ１１がl111ill部数の､|<数以１２をｒ１ｉｌ１１(として抱えてい
た。
おそらく1111論機関誌の定IU1iilU1i読者IIviが｣!ij)i｢i党の１１１核的iiUi1jﾘl家llYiの＃1当
部分を|怖成しており，lll}7体I|}版物の硫廿liYiはこの''１核｢lﾘ部分と並なI）
ながら，ややlj《<分ｲijしていたⅢ|｢r体''１１１１物によって$,'iばれる空''１１の
範'111(よ，此旅党の期待として'よ３0００人ｉＭｌｉであったが火際には１５００人
前後から２(XX)人程皮の規棋であったとｌＩｌｉ定することができよう。
この空'''１こそが水ＩＭＩにおける分析の対象である。だが，メッセージの
受け1xにｌｌ１１して今||で'よIIilらの三Ｍ}かI)がi\られない以'２，イ〈IMiにおけ
る作漿は，１:としてメッセージの送り「と，送られたメッセージに関す
る観察にllllI［せざるをえない．だが，以~｢の('１堆をj、じて，私たちは，
伝統､りな記述r(料の読みjl(1)からはiりらｵ1ない，若二rの知liLをi1卜ること
がでざるであろう｡また１KM衆によってi1lLられるﾈIIi論がＭｊｊ１のjill1iLである
としても，）１１なる二ＦU<による追湛の''１梁がまったく無趣味であるとはい
えまい．
ところで，’'1;業をｌＩＩ１始するに先立って，先｢jする業紬について触れる
義務があろう。ここでIlXl）｜:げる必要があるの'よただ－点，タルタコヴ
スキの飾三,ｉｌｌｉｌ１Ｌ博二|:諭文「党の学校と党の}'１版機関’９２１－１９３３・フ
ランス)し廠党の幹部従成にＩＭＩする試論１である。この論文は形成１０lのう
２１４
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ランス共産党においてI11f1illiWi勅家層がどのように養成され，またどのよ
うな111論的教育がおこなわれたかをみることによって，「新しい党」の
成立の過程を描こうとしたものである。そして，これをIﾘＩらかにするに
際して，彼女は－ﾉﾉで党学校の祇iiljと，他力において党の下に設置され
た''１版機関の活動を分析している。本稿の作成にあたって後者の分析は
不i1I欠のものであった。だが，技術的にみれば，党学校で訓練された活
釛家胸と，出版活動における受け手とは一致するものではない。フラン
ス共産党が所蔵する職ｌｉ１なIji(資料を利)|Iして('1;成された彼女の業績の'1(（
}「らを減ずるものではないとはいえ，二つの対象を|同|時に観察し，しか
も活動家とその脳裏に納められたⅢ1論として総介することには１N難があ
る。後に｢ﾘｲTされた段階では⑦，諭旨は雑木的に党学校の分析に絞られ，
１１１版活動に関する記述は大きく後退している、水ＩＭＩ''１:成にあたってルー|：
として利１１)したのは，パリ第一大学#|:会迎llill史・労働組合運動史研究セ
ンターの所蔵する博二|論文である。また本摘とのＩＮＩ述でいえば〆彼女の
分析は党直営の１１}版機UllにiＫ点がおかれており，党の川辺にあった諸機
関の活動が軽視されている。また彼女においては，あるi1iiのジャンルの
Ｉｌｌ版物に充分な(I1iIiNがﾉjえられていない。文学''１ｉ１ＩｌＩ１，llilP史的著作などは
第一線の活動家の魅成に1Ｋ甥な意味をもつものではなかったとしても，
これらもまた，共産党のメッセージの一端を'１１っていたのである。
なお，以下においては一llllに製本されたものを点と数えることとす
る。１２褐のジョレスの作,|iiiは８点と計算される。またＩｌ６１々の出版物につ
いて収録したデータ(よ，iMrlf名，書名，’111『機|Ｈ１名，’1{版ｲ,<である。以
ﾄﾞの分析においては，この１１[1つのデータのみが数lit的操作の対象となる。
なお，確認することのできたｌｌｌ版物の総点数は７７０点であった:＞
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れていないlIMlI11がいくつかくr<lＬたことがlﾘ|らかになっている。
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節－１iii「|liTﾉ,'､iUM〔のＭｉ移
イミＩＭＩにおいてｸ)ＩＩＴの対象となるコルプスを構成する７７０点のうち，l11
iiｲ'１代を碓認でさない１１ﾉﾑ(を除いた７５()点の１１１１iｲ|《次】'１分ｲijはﾉﾋ（１－
１）のjmUである。
災(1-1）l｢次Ml111iiA1AKj〔の|化移
２１６
(「１ｋ I(D2Il922I92(ll1D2,ll1l25I1D激）l9271II28I9麹１９:lUイ;ⅢＩ
ＩＵｉ 数 1()２７８５(）閲１１):Ｉ（X）５１）８１７５7.1］I
192011ﾐ代のフランス共産党の|}１版i1lF釛
斐（１－１）から読みＩＩＩＵうることは次の二点である。すなわち，（－.）
まず1921年からｌ９２３ｉｌ《に|('1けて刊１丁点数は半介以1,に減少し，岐人'1『（
を記録するl925fliから１９２７ｲ|【に向けてiliびほぼ､|〈減する。そして緩や
かではあるが，1928ｲ'2から１９３０年にかけて'111丁ﾉ１Ｍ数の逓減傾lrllがIILれ
る。（二）刊行点数の多いｉＩｉと少ないfliとでは，ｌ刈り賑IWWはＨ１当に大きい。
(一）の動きはすでに|ﾘ|らかにされている'１１版機ll9の盤(１Ｍiによって税Iﾘ１
がiil能である①。すなわち，1922年には共lji｢:党のｌｌＩ版活動が「ユマニ
テ'１１版i(|:」に集約され，２６ｲliから２７ｲ'三にかけてこのi1Ii動の「ユマニテ
''１版|(|:」から「111版局」への移椅が実施され，１９２８ｲ'１以降になると，
''1版活動は「'1}版局」と「111際ﾈl:会ｌＩｌ版」をﾐｲﾐの}1:としてlli編され，
1930ｲ'三になると，’Ｍ１摸なパンフレットを州''１に'111丁する「革命'１１版」
が611立される。
だがｲ'２度征の''１版iiiMDの規模，ないし活発さは''１版機樅の制度的変災
だけで税Iﾘlがつくわけで(よない。本稿においては，ｉＭ９振Ijmの説Iﾘ|は一
炎的な'三1的で1よないが，ク【］ノロジカルな流れを1111解するためにも，Ｉ/ｉｌ
知のｲ'１代的データを)i（;げておくことが望ましいとA1Aわれる:，
フランス共産党は一般に１９２０ｲ|皇に謎'|ﾐしたとされる。この年の１２１１
２５１]からトウールでＩ)l1IlHされた第l81iilフランスドl:会党大会の蛾人のテ
ーマ(よ第二インターナショナルDⅡlMlの足非を巡る討議であった。ｊｌⅡ１１Mに
llllする動議は２９「1に投票にﾄ'され，ｆｆ成のdilj識が32()８票，対抗する-：
つの動議が各々１０２２M,I(と６()票を獲i1lLし，）)Ⅱえて堀椛票４４という結采
によって可決された。：Ｍ３０１１，１９０５｛|{に成立した「社会党（労働打イ
ンターナショナル・フランス支部)」は実衡的に分裂し，多数派は￣ｉ|：
会党（共産主義インターナショナル・フランス支那)」と名乗ることに
なった。
この時，多＝数をiliした蛸三インター､ⅡM1派はｌｌＭＩ９２１イ|<５，，機ｲﾙ雌11K
のための大会を|)'し１１１Mし，さらに'両1ｲ'三１２ノ|木に蛸一lIjl全|卸大会をｌ１Ｉ１く゜
イミ隅に関わる同党全lEl人会は1922年の第〒:'111,1924ｲl皇の第三|Ⅱ'’１９２５
２１７
ｌＩＨの筋四回，１９２６年の第ﾉI]111,1929ｲliの第六lmlである。ついでながら
｢｣しりr党（共i)１１F|雛インターノ･ショナル・フランス文部)」をＴＩＩ〕Ｍ１称と
したのは1922ｲ'１１月以降である②。
－ﾉﾉ，ｌ９２Ｉｉｌ１に'よ６）1から７)1にかけて第三|[lljL施主義インターナ
ショナル（以1,･コミンテルンと１１什祢）入会が'''1(|Mされた。またこの大会
にほぼ並行して，赤色労働組合インターナショナル（プロフィンテル
ン）jml一回大会とi1rfIﾐ共j聡１１筏インターナショナル粥:１回|大会がlII1IlKさ
れた．このように'１１１述組織の|[Ｉ際大会を)lIii几て'''1〈ことは|(1)例となり，
1922ｲ１１の第llI11ill二Jミンテルンノ（会，192`lｲliの第Jillilk会，l928llHの第
六Iill大会に取れて，それぞれの糺l識の入会がlM1IIRされている。なお１９３０
ｲliには例外的にプロフィンテルン第J1]｢I|入会が|}'1かれている。
このほか，フランス共Ijiに党の成立の後に労働総同IMIのｸ>製によってﾉ'２
まれ，共産党とHf接な関わI)をもった統一労働総liTllIIl（Ｃ､Ｇ､Ｔ､Ｕ､）の
大会が1922ｲｌｉの鋼－１Ⅱ|の後，１９２３ｲ|:，１１)２５年，１９２７ｲ|ﾐ，1929ｲｌｉに
Ｉ)Ｉ１ＩｌＫされている．
また後に示すようにlIIIlI〔ｈＩＷ１の活111;化の－つの要|川となる選）i《につい
てみれば，＿上述したように，l924fl1とI928il:に~ﾄWiiii代１１総選１１〈Fが火施
され，1925ｲliと１９２９年に{よl1illIi付議ｕ総選挙がおこなわれている．
ｌＩｌ版活動の艦哀に関連して，」し産克の党日数のｌｌＩ(移を苫える必要があ
るかもしれない。これについてのIlHMhは｜:に述べた(Ⅱ､lけ)jⅡえるならば，
トゥール大会で多数派となった代議風は178372人を代炎していたが，
機}什的に共産党が発足するＩ()21fl2にこの'党に力llわったものはほぼl()刀
余I)である。この数値は192'１（lHの約６ﾉﾉにまで急激に減少し，ここか
ら１９３０年の`Iノj人以下を絆てI933flその極小Ｉｌｈ３刀にまで緩やかに１１聯
するこの1111線(よｌ９２１ｆｌ畠からI924flﾐLHikでについては''１版物のllliT点
数の波と並{Tするが，その後のⅡf10lについてはN11M1しない□なお，トゥ
ール大会少数派，すなわち’920ｲli以降フランスネ|:会党を名乗り続ける
党派の規模はｸ>iHllII〔後に(よ５ノjiiii後であったが，I925ili頃から193(〕ｲ'１
２１８
l920flH代のフランス共産党の|}}版活動
表（１－ii）共産党ならびに社会党の党員数の推移
（クリーゲル上掲論文，ｐ､203)。
3０００００
2５００００
2０００００
1５００００
lＯＯＯＯＯ
5００００
０
1920１９２２１９２４１９２６１９２８１９３０１９３２１９３４１９３６
代初頭に至るまで１０万人前後のliin員を擁していた③。したがって，党
員数という点からすれば社会党は１９２０ｲﾄﾞ代後半においては，共産党の
倍以上の規模をもっていたのであるが，この政党はこのＷ11111,イ|二間平均
１０点程度の'11版物をTII行したに過ぎなかった。この点からしても，この
時期の共産党の出版活動のｌＨｉ盛さはこの政党に独自の相貌を与えている
のである。
註
①柧艮匡俊，」二禍「成立」参照。
②ＲＯＢＲＩＥＵＸ，PhiIil)pe，His/ｏｊ７ｃｊ"'６，７α"ｅ(ﾉ！‘Ｐａ７ノノＣＯ"")ｗ"jste，
ＴｏｍｃｌＶ，Paris，1984.
③ＫＲＩＥＧＥＬ,ＡＩｌｌｌｉｅ,ｏｐ､Cit.，I)．２０３．
２１９
第二節三ｌｉｌＵｑ
７７０点の文献の内容を分)M1し，集合的な意味において，フランス)し産
党の知的関心の対象圏の変容を把握することがﾉＭ↑iのi課題である。とは
いえ，一つの||ＩＩＴ･の|ﾉ僻をつのjIil]の1..に微然とｸ>jＪ１することに'よ相
)'１のＨ１難がある。さらに'1本lIl内でBAi激しうるものの数はコルプス全休
のlﾉﾘ分の－$【,1度に過ぎない:，そこで本稿では少なからざる無｣Ul1をﾉit知の
Izで次の手法によって分)M1する。すなわち，まずタイトルをｆＵｌかりと
して，（さらに必要に応じて符者名，その他のデータを手掛かりとし
て）取扱いPlijIiを地理的に分j【IＩする，ここではフランス，フランス以外
の諸ＩＥＩ（すなわち外国)，Ｉ１ｉ－の地jll1nﾘ純'''1を超えて'１１界的な動きを扱
うものの三抓に区分するＪｌｈＨｌ１的|Ｘｸ>を超越して一般|'|:，ないし将通性
を持つものの枠を「一般］として設定し，最後に採取したデータから三Ｉ２
ＩｕｌをIulklしえないものを｜そのＩｌ１Ｌとし，合計７１１〕liに分灯ｌする。ちなみ
に第三の枠に入るものとしては，世l/Wlﾘ危機，’１１/ＷＩｌｌ:命などの他にコミ
ンテルンのhIilﾘﾉなどの世!/W1ﾘﾉjA模において雁|)'１される(よずのものを含め
る’第IJWの「一般」の枠に含めるぺきものとしては，｜(I会三|ﾐ義，」し旅と１２
義，アナーキズムなどの包Ｉ１Ｉｉ的なml1論，ifr水三iﾐ義｜|:会における２|｢物のあ
りようなどを一般的に扱うものが挙げられる。肢後の「その他」として
分jJiされるほとんどはジャンルとしては文学作,V,にＩ、している。なお，
ジャンル別に分航する作業はｲ《TTI能であI)，本稿においてはおこなわな
い。以下に分)J1の結果を'1Jげる。
炎（２－１）からiMしられる1ﾘ｢兇は次のjmIjである。（－.）フランスに関す
る文献'よ全lUlllllをj、じて減少する。（'１０ツ6台から３()％台へ)。（てこ）こ
れに反して，外|ｕに関するもの，｜ｕ界にⅡIＩするもののﾉOUjが墹大する。
(|iii片は２０％iLrから３０％台へ，後什が１０％台から２()％台へ｡また収
ﾉﾉ合わせて３()％台から５()％台へ)〕このIIJ象はきわめて璽要であろう。
フランスの一政党がフランスの地111的伜を超えて，他の地域，あるいは
２２０
ｌ９２０ｉｌｉＩｔのフランス共産党のＩｌｌ版活動
災(２１）11Ｍ物のIHIul】IllltI；
lu界に対してこれほどまでに強い|M1心を示したことはかつてなかった｡
より広範な世界への視野の拡人という意１床において，また'二1己の立場や
戦略を，世界的な文脈の-12で考え，ｉｉ１Ｉｉすという`巴考と言説のスタイルの
新しさにおいて，この数llI〔はil:Izlに'１((する，だが，ロシア革命，あるい
はコミンテルンの活勤など，一般のフランス人のlli活感覚を超えたでき
ごとを税IﾘIしなければＩ:|己をiiliI〕えない1ｉｉ命が，共産党における旺盛な
ｌｌｌ版活動を余儀ないものとしたとも考えられよう。
（三）地理的にみて特定の対象をもたず，また'１判;的特性をもたない，
一般的な社会jul1論，#|:会二|：誕諭などからﾄﾙ成される一般的著作の割合は
さほど変化しない。だがlIBlyllにみるとＩＷＦ的には大きな変化が見られる。
２０年代前半にはiii々雑多な二１：|、と雑多なlllilrilがみられるのに対して，
２０年代末には『レーニン全集」に代災される党公認の理論の著作と，そ
れに関する解説書がとって代わる。
（Mq）「その他」の''''１に含まれるものは，技i(liL，分緬のできない粁
二'二の文献を別として，小説，ｉ汁，iii()}illなどの('1:,Ｆ１である。点数自体は無
視しうる程度であるが，Ｉﾉl容的にみると，ここでも２０年代前半におい
てはフランス人，ことにマルセル・マルティネの作17,が多いのに対して，
２０（|§代末にはロシア人の作,{/,の鋤沢が１W大し，「ソヴィエト化」の進展
２２１
(|ミ度 '9211922192311)ＺＩｌＵ２５１９２６１９２７１９２８１９２９１９３０イミlﾘＩ
IIIiT点数 102７８５０“１０３６９５９８１７５７４１１
フランス
(，(,）
4３‘１０２２１２８』1,1２６２２３２３３２４３
4２．２５１．３Ｍ､0.13.1‘１２．７３７．７３７．３郷.１･'1.0３２．４２７．３
外
(96）
2２１６６
2１．６２().５１２.(）２３
５３２２６２５２１１１２３４
１３]、137.7,12..125.０１４．７３１．１３６.』Ｉ
界
(`)《)）
1２８１`Ｉ
1１８１０．３２８．０２１
`１１２７５２１］５１６３
５１１．７１０．１8.525.020.0２１．６２７．３
一般 1９８５７１〕９‘Ｉ８８６１
１８．６１０３１０.(）１().８８．７１３．０６．８９．５１０．７８．１9.1
その他
(96）
６６，！６３２８５０
５．９７．７８.(〕１．５５．８１.`Ｉ５．１２．４１０．７６．８0.0
災(２１１）フランスlIU係文献のIＩ1行ＭＩＩＩｉｊ点Kj(とその推移
をＩｈ摘することができる⑪
フランスに川して杵された''１版物の誹珊llな分析をおこなうことによっ
て，以下のｊ'ⅡきⅢ|ｲﾘをIﾘlらかにすることができる。（一）何よりもすべ
てについて安定ｌｌｌ；が乏しく，fl2毎の１１Ⅱ｢点放のﾙﾐWIiが大きい。ことに，
IＩＭｆ（というのは節一次ｌｌＷＭ:戦であるが）について'よ，これに|)Ⅱする
発冨に執念を燃やしていた「労働書Ili」がliIllIi党から絶縁されたことに
よって，箸('|:|]鍬にllIjjllL文献がみられなくなる｡
（二）フランス史｣Zのできごとに関する州'1§も彫が薄くなる。これは
1920flH代初耐，「]シアノル:命をフランスIYMiT，ないしバリ．コミューンと
のlul述において１１'１１Ｗしようとした`思考の努ﾉﾉがおこなわれたことにlMlわ
っていると考えられる。
（二）最近のできごとを脱IUL，敵を|化ｌｌｌｌするとともにみずからのfz
lル・政ｉｉｉｉを述ぺるｌｌｌ版物'よ，政治的|||版i円１１ﾘjのﾉﾙ水であるかのようにAll
われるが，このようなiIM1ﾉ(よ/|とだ必ずしも↑Ⅱ↑iir的におこなわれるにイミっ
ていない。数1Ｍﾘに少ないだけではなく，イｌｉによるlIIiWiiが大きい。また
ヴェルサイユ条約，ルール,!i縦，さらには２０(１２代のｉ１ｉ２ｌｉ政莱，対外政
11Xなどのテーマをリ|き合いにしながら，般的なブルジョワIlil家におけ
る政治体ilillの'1Ｍ<'１が股lIl1されることが多く，臓iIifな趣Ⅱkでの時Lli｢lりなＬＩ１
Ｉ１ｌ:に対する対応のＷＬ(iliがWfっていると(よいえない。けれども，おそらく
このような説Iﾘ1とiiliえｌｌｌけのスタイルの故に，特>このｉＩ１会階)ivi，特定の
２２２
(|《度 ２１１９２２１()2(ｌＩ９２１ｌＵ２５Ｉ()2(）ｌ(１２７１１)２８１９２９１１):10イミIﾘ１
フランス .l(}」l(）２２２８‘IJI２(）２２３２３３２１３
(WE史） (〕ｌ｝３６７２２２２２０
(戦?'） l:Ｉ５２Oｊｌ（）（ＤＯＯＯＯ
(時:'1）
(?(､） ３，
５６５）１２１Ⅱ３６９７０
）６.`ＩＩＩＤ.(）８．７１６．５Ｍ､５５．１７．１１２．０ ．● ().0
(選喉） (）（） I） ０５０（）８７００
(巡勤）
(９i〉）
2０２１ｌｉＩ６ｌｌｉｌ`１１７１６１`１１７３
I().(｝３０．８１２.(、２`１．７１５．５２０．３２８．８１９．１）１８．７２３．０２７．８
192()ｲｌｉ代のフランスlil旅党の''''１１(ｉＭリノ
地域を超えて，人衆l19なキャンペーンが可能だったのかもしれない｡
（'''1）とはいえ，］()２５fl2，２９ｲ|：のilill11村選)i<;，２８〈|(の下院選準に
おけるキャンペーンi1IMiIは注'三|に(|ｈする．選挙に際して多様な=|i皿につ
いて，’１１党のＩ!/j脇，政iiiを説lUlする・述のパンフレットを数{,|i発行する
(２５fIi，２９ｲ12)，ljI1Lなる；|:会階lIyiにlrllけて，liil様に多様なパンフレット
を)'1`⑪する，というjUhlilj形態はフランスにおいては|ﾘIめて試みられたも
のである。社会党がこれに近いスタイルをとるのはI928fli以降である
が，そのiiliII1と数'1(はM(られていた。
（/':）皿dillという｣〔､'二1のもとに分1Ｊ１したのは共産党，統一･労働総liilI11l，
共旅1i筏ilifl2l両111Mその他のllLl連組織の大会議当};録，快;脳組織拡人のた
めの?(料である。jllhIiIに'1Mする'１１版物を，組織，および働きjl}けの対象
となる；|:会WWiyllに１W||介したものが友（2-11[）である。なおB1i喫なもの
以外'よ'1(すことにする。
ノヒ(２ⅡI）町Tl:筏連勤に１Ｗ･る文献の腱HIWIliUiiA1jlkのl(【柊
E正
と琴二
」との災からみるならば，（一）共施克そのものおよび，労働料lfTilljﾘｌ
に１１A1する|||版hMiljlよ'Il1ii1ll度の安定|'|;をi1lLているということができよう。
〔~:）これに対して，i1iflﾐＬ農民，女111:などをＷｉ客Ilyiとする巡llﾘjのlll版
ｈＭｌⅡよイ《安定である『）このなかで'よ腱氏を組織しようとするjlul》がlIl対
的に↑l〔↑liWl;と安)［|'|:を〉'《している。次に「外国」として－１，'iした，フラ
ンス以外の地域にＩＭＩして替された文献をより詳細に検ii6Ｉする。［】シア，
ないしソヴィエト・ロシアについて妃されたもののllilfil｢'ｿな'itからして，
ここでは'コシアとその他にまず分;Ii11する。
２２３
１１：１史 ２１１１)２２１９麹ｌ９２ＩＩ９２５Ｉ９２６１ｌｌ２７Ｉ１)出Ｉ１ｌ２Ｕ１９(１０イ61ﾘ１
(jM1動） 2(）２`Ｉ６１６１０１１１７ＩＩｉｌ`１１７
jMi･地 ０９７６６５６９９
〃{lIillrr ７３３３３６２３‘１Ｉ
lljII2 I）（）00、１１１）２００
ｌ９ｌｌＬ :Ｄ Ｏ.’３０２，１‘Ｉ（）Ｉ）
次fI： (）（）《） Ⅱ２１（）２０（）0
災(2-1V)外11Ⅱ！l係文献のＩｊＩ７;別lUii点数とそのＩＩｔ他
ｊ（（2-1Ｖ）の示すところはlﾘ|らかである１，（一）フランス共産党はロシ
アjY〔命への」し嘘のｲ丁無と第三インターナショナルへの１１'１人の是非を巡る
論争を契機として成立したのであって，この点からもフランスのｊＬｌ歴1二
義ラバの関心がlliIflI的にロシアにlii1けられていたことはｲ；思議ではない｢，
(二）だが，ロシアに対する|Ｍ１心は当初においては１１A:命にlfilけられるが，
１９２５ｲ|：を境として，革命によって成立した，新しいソヴィエト･ロシア
に対する関心にとって代わられる｡
（三）これとは対照的に，’]シア以外の諸地域に対する関心ににはム
ラがある。l926fliのヨーロッパ諸地域に|)Mするもの，1927年のアジア
・アフリカのj聯放に関するキャンペーンが突発的にｉｌＩｉび，こうした動き
は継続しない。もとよりこの鋤きの背後にコミンテルンの指導を読み取
ることは容易である。
次に1k界的な範'１１１をもつ↑,Iiｸﾘ分析，ならびにこれに対応して|ｕ界的な
jM摸で展開される連動，なかんづくコミンテルン，その他の迎!】ﾘﾉに関す
るlll版物のｲ|里次》||川行点数を示す．
（一）世界の↑iii勢に対する関心は，この炎を見るかぎり高かったとは
いえない。点数は少なく，また不安定である。（二）にもかかわらず，
'１１界↑IIi勢に対応すぺ<腰ｌ１ｌ１さｵ1るはずのｌｉＩ際的な諸jllmiljに関する文献の
|:ｌｌｒｉ点数は一般にかな')多い。このことは，フランスの立場からｌＲ１際的
な識連動にjⅢわるためにこれらの文献がＩｌＩ版されたというよりは，むし
２２４
fIi皮 l921I9221ll23I924］O25l926I92711l澱１９２９１９３０不lﾘＩ
外|F１ 2２１６６１５３２２６２５２】１１２３１１
[】シア
(q)i)）
１８１１３１０２７１３１６Ｉ(）９麹３
1７．６Ⅱ.’6.0］５.`1２６．２１８．８２７．１２２．６１２．０３１．１２７．３
(IVE命） 1２５２６９』Ｉ４２２０
(､JIA） ６６４１８９１２１７８２１３
その他 .】４３ ｡ ５１３９２２（）1
I920flI代のフランス共産党の''１版活動
災(２－Ｖ)lllWLIn勢･ｌＩＷ１Ｌ的ＩＩＬ模の連動に関する111W(物の点敗とその椎lＺ
災(２－ＶI)フランスlI1Ijl:hjll効lⅢ係文献およびlllWllnﾘAli連jhllU係文献の111
ろフランスlljllAlのi1MlのIIullllのJz掛かりとするぺく参照されたと考える
ぺきであろう。なお，行liiljlWM大会の|)ＩｌＩｌＭｲ|』次と」もの炎を116合すると，
必ずしも対応関係にないことがわかる。
この点からすれば，」し'雁1;碇i皿勁関係の文ＩＩｌｌｌのIit的検討にあたっては，
フランスlIilIA1の迎助にＩＭＩする文献と国際的判[徹のjllhlWに関する文献の収
ﾉﾉを合わせてみる必要があろう。
（－）フランス１１{１１ﾉlの諸jlulI川にUllする文献と'11際的な迎動にＩＭＩする文
献のⅨﾉﾉを合わせた総「Ⅱの,!iめる比率は他の｣IiI1に比してＨ１当に安定し
ている。（-名）また，フランスlIIIlA1の迎11iﾉﾉと，ｌＩｉｌ際的な巡l1iljの双力のｲⅡ
についてみれば，コミンテルン入会開IlRfMl:にこれらの述動に|IUして'11
17される文献の比率は他のｉ１１度よりも高い（２４ｲｌｉ，２８ｲI皇)。
（＝）ところで２ＩｆｌＨから２３．２４年，２５fliから27.28ｲ|ﾐにかけて総
'11行点数が減少するなかでこれら述動関係の文献は比率をiiliめる。これ
ら二つの時)Ulは''１版iiMiDに|Ｍ１する機構の糖(IIliがおこなわれたlけ１０１にあた
るが，この機ﾄﾙの整備とjlI（んで，１１}版物のijiW1についてもＭ)kがおこな
２２５
IIZ皮 ２１１９２２１()2:１１１)21192519261()２７１９２８１９蚤）１９３０イミIﾘＩ
界Ⅱ－１ 1２８１`１１．１１２７５２１１５１６：Ｉ
(１W勢） ２（〕〔）‘Ｉ２：１１５１８０
(運動）
(9i)）
10８９１０１０．’、１１６１`Ｉ８３
９．８１０．３１８.(）１５.`Ｉ９．７５．Ｈ０．８１９．．１１８．７１０８２７．:＄
fIi度 '921192211)2:１１１)2`１１９２５１()2ｌｉＩ９２７１９２８１９２９１９３０イ51ﾘＩ
フランス 2(）２１ Ⅱ）１６Ｍｌ７１６１`１１７３
際 10８ 1０１０．Ｉ‘１１６Ｍ８３
今iil
(！()）
:l(）３２１５２６２６１８２
20..1.11.0：l〔Ｍ）‘１０．０２５．２２６．１（鴨.’
3２２８２５６
3８．１３７．３３３．８５１．５
総点散 I〔)２７８５０６(ｉｌＯ３６９５１）８１７５７４１１１
われ，運動の1111諭的I1ll解と'１認が要請されたと解釈することができる。
鮪三節執筆稀liYiの変容
本節でlMl題とするのは７７()点の文献の執筆背である。とはいえ，表紙
に11〔の執筆背の｣｣〔9名が記されているとは|M《らない。火際の執筆行の真の
氏名が記されている場合もあれば，ペン・ネーム，ないし通称であるこ
ともあり，さらには何らかの偽名が記される場合もある。また機関の名
称の下に１１１版されることもあれば，機|Ｍ１:fi，人名を持たないまま｢１１行さ
れるものも少なくない`，ここでは執豐(Y背として個人名を持つもの，機関
名を持つもの，ｌ１ｆ名のものの?_ﾐ感に分H1して年次》||に災示する。なおこ
の際，フランス人（ないしフランスの組織）によって執筆されたものと，
それ以外の外[lj１人によるものとに区分する。ちなみにフランス風の名前
を)'1いて執筆された外lEl人の作,１，１，は外１F１人の項に含めるものとする①。
‐ﾄﾞ記のうち，仏-外国としてあるものは，フランス人の著作と外|IEI人
の耕作を合わせて細集したものである。さて，（一）ﾄﾞの表(３－１）から
炎(３１）fAW;別･ir次VIllliT点kl(のIitI＃
226
１１：度 ｌＵ２１Ｉ９２２１１ｌ２３Ｉ()ｚ１ｌ９笏’９２６１９２７１９２８１９２９１()3(）イミ明
数占い．ＪⅡ１ 102７８５０６５１０３ｌｉ９ ｡ 7５７`１１１
フランス
(?ii）
7`Ｉ訳）２８３５５１３２２`Ｉ３９３７２６４
72.5６１．１５６.(）５３．８４１).５‘１６.`Ｉ‘'０．７４６．．１４９．３：l(i､１３６.`Ｉ
(ilAl人〉
(りい
(ill‘l］１６２７‘10２２Ｉ(）］(）２３１(）1
“､７５２.(ｊ３２，０４１．５郷.８３１．９．１０．７２２.(）３０．７１(1.5９．１
(jll微） 1３（｝（｝５３３１２５．１４
({Iそ名） ２６（）２６７１１８９１２２
外ＩＨＩ
(ﾂﾊ）
2６２８２２３０５１３５３５‘1５３１１・１８ 〈
25.535.9‘l`１０゜１６．２‘１９．５５０．７５９.(１５:１．６４５．３（)1.(）６３．７
(個人） 1９２２ＩｊＩ１９３９２６２８２４１８：1８Ｉ
(M1織） `Ｉ３５５５１３１１３０２
(IIT名） ３３３６７８‘１１７１３１０４
仏一外'1１ １０（）ＯＯＩＯＯＯ（）0
ｲ５１ﾘ１ ｌ（）（）0１１００'1（）0
192061ﾐ代のフランスj1iiFi｢:党の''1版ｉＭﾘｊ
腕みⅡ(1)うる例ツーの点'よフランス人，ないしフランスの組織などによっ
て執111された文１１１１(が当被llli)01全休をｉｎじて減少することである｡これ(よ
詩うまで６なく外lEI文献の悶胴(のlW大を意味している。
（そ）フランス人のＷこなる出版物に'-1をｌｒ１Ｉけるならば，特定のＩＩ１人
名を持たないものがlnll1する。lMl人名を持つものは２０（I:代iiii>|《におい
ては，２３Iliを例外として（５７％)，ほぼ８０％iiii後を,!iめるが，２６('２
以降ll燃し，２９ｲ'２を例外として（６２％)，フランス人による州'1{の､|（
数にiiMiたない。これにかわって墹加するのがlB1人名に代えて機ll1l名をも
つもの，ないし'１蹄のものである＞とはいえ，｜}f名のものといえども，
r(の趣Ukでのｌｌｆｆｉではない。ｌ[|版機関名，あるいはｆ１ｌ名''１に執:１１行であ
る機Ⅱ１１名が介よれていることが多いのである。これらはllf名であっても，
機UIlのｲﾉi称の1｢にI11iTされたものと同一視することができる`Ⅱ''１１人の名
において呼び１１}けるのではなく，組織の名において''１１びU}けるというス
タイルが採られているのであって，この場合に'よ牧示，ないしＩ什令の伝
述というXij:味がｌｉｉくなると考えることができよう。リ１Ｍ《，このような文
献には決議，決定，綱倣などの文書が多く見られる。また，機|)Ⅱ:f'iをも
たずとも，一)“て文献の'１;ﾄﾊﾞがわかるような''１〔充のルートに乗せられ
たこともｌＩＭｌ'|できるし，さらには一見して文献のlｲlilhをjJlりうるような
特定のＷｉ客川に１１１１(光されたとも考えられよう。総じて，メッセージの|【|：
会｢1ﾘﾔ|:Ｉｈは反論を許さぬものとなり，またメッセージの送り=Ix6受け手
も狭い純'''1に'111定されるようになる。メッセージのﾉﾉlｲﾘは一ﾉﾊﾞ１９にな')，
またコミュニケーション型''１１はＷ１釧的な性絡を柵びることになる．
次にフランス人の|M1人名を著者の名としてもつ文IMI(の拷行について，
よ')iivlIlllな分l1Tをib(みる．共蔽党系の著作の執筆背としてfiliiiのiLされ
ている行のほとんどについてはメートロンの『刀働jllnlﾘﾉ人刎〔ﾘｌｕによ
って１１１，栂することができる。なお，現在111行'１１のこの人柞１１ﾄﾞﾘ1↓によって
lWl躯１１１米ない舌については，止掲のロプリユーの「｣!；雌党史１をｲllIllし
て１１８１人データを検討するに，
２２７
J4(３１１）フランス人iAYMiの|`tlh
（ん名の使われているケース（６）'|:）を除いて，各ili度ごとにフランス
人の執:ｌＷｆの数，フランス人執1'1行の平になる|{|版物点数，次いで共庶
党，統一刀働総|而ＩＨＩの役lIliWfの政とそれらのlxになる''１;,１，１，の点数を示す。
なお｣岬ili党については’921イ'１のＩＩＴ導委ｕ会，ならびにその後の111央委
員会，政ｉｆｒ１｢!)メンバー，および~ﾄﾞ院議貝，統一一労働総|両IMIlについては執
行委貝会メンバーがここに含まれる。
（－）ⅡＡＩ人の名をもって'11行される文献の減少にともなって，執筆者
の数も減少する。全休として，（弓）執2ｌＭＶＭ*のなかでは，仮OWiをと
もないながらも党の役職にある行の比率がi１．１iまる。詳糺11に1,11ると，刊行
点数分体にしめる役職打のｒになる文献の比率は，ｌ９２１ｆｌ<から２４年に
かけて,また'925年から27(ｌｉにかけて,さらに28iliから3()ｲ|{にかけ
てジグザグに，だが論火にjWljllしてゆく。これら三つの｣ミタ１．のⅡ＃)０１は，
いうまでもなく共産党の１１１版iili勅の機術Wf(iIiの時期に１１１;なっている。
執:|正什のfliｲﾃ(よ－体どのようであっただろうか。フランス人執兼者の
総数，１１ﾐｲﾄﾞの脈,認できる片の数，次に比較｢１ﾘﾗ|fいとみることのできる３０
代以一ﾄﾞのものを算'1Ｉすると次のようになる。
１１《('１の)|《１１１ﾘlしない稗の政が少なくないことから，執:ｌＷ４ｉのｌｌ１ＩＷＩ分ｲｉｉ
をlIifllfにｌｌｌ１えることは不Ti1能であるが，（・）漠然とした1両的イメージ
として，フランス人執?(Y片全休にI1iめるｲ'ｉＭｖｉの比率はかなり11.1iいとい
うことができよう。だが，執飛行のうちにjLI雁党，もしくは統一労働総
２２８
I「１ｋ l921192219231ll2II92511)2(ｉｌ９２７Ｉ(128192(、1930イミIﾘ１
,lWiの畝 1８釦１３２０’10匹｝１１１２０ＩＪＯ１０
IUi 数 6８‘1１１６２７‘10２２１０１１）”１０１
役職臺荷 ９１３６６Ⅱ ８５６０
｢Ⅱ１７点故 2２ ７１３１５１３６８１２６０
役職肘のりＩ！ 1８．８３６． `ｌｌｉ､２：X).(）３５．５３１).150.0.10.025.〔）（X).00
11Ⅱi点敗のIﾉｲ！ ３２`ｌ‘１６．３，１３．８‘１８．１３７．５５１Ｌ160.0.12.152.2（X).00
1920611代のフランス)し施党の１１}版i1lijilj
災(3‐Ⅲ)フランス人fＭ１【打の１１１代U1l勅ｌｒ１Ｉ
l而lWlの役職行の比率が,1.1jいことを考えれば，｜汗の比Iitのii1iさはむしろ
iMl微における朴部lIViの111ｲﾃの'１１対的なＩ１Ｉさを示すと考えることもできる。
(二）だが，その｣易介，１９２６ｲ'１までの1汗lriの比率のii:liさに比して，む
しろこれ以後，イ汗執1Nl1Iiの比iiiが1,.がる＃､(がiIil=|に(|(する。これは安
定的な執筆折lifiの成立，あるい'よlMlililllたる１１i↑部1㎡の成立を意味するもの
と考えることができるかもしれない。
ｌｎ１－の杵荷が複数の文献を執21Iしているケースが少なからず兄られる゜
こうした特定の人物によるシェアがどのＩ'１１度のものであったかを以下に
検ii・Ｉする。ここではフランス人執兼背の総数をまず記し，ついで２点以
上の文献を執:|Iした粋hの数（、）を，ついでこうした人物の鞭になる文
献の点数をｲ１K次yllに記し，lbi後に||川人flを持つ文献の総点数を記してお
く。
災(３１Ｖ)WWli円助の亦,liW11rリ
（－）特定の人物による|||版iii勅の,１１ｲ１１よむしろ２０ｲl{代iiii〕'2におい
てllH杵であり，２()ｲ|：代後Ｊｌ２になると，このような状Billよ)iiiれる゜２０ｲ|曵
代木に複数の文献を執:(Iする:荷が(lHかにj川Ⅱするが，このlVilrilが執兼活
動の寡占化につながるか否かは次の時代のllI1Iuiであって，ここでは111断
２２９
llH度 '921192219231〔)2.’’92519261927192819”１９３０イミIﾘＩ
拷荷の1M（ ｡１８：1６１３２０、1０２<〕小Ｉ２０２０１０１
lli認i（ 2５２３９１６３０１６９１３1６８１
３９}以｢
｡）／
（）
]`１１３６８２２１１‘Ｉ６５‘１０
５００５６．５（Xi､７５０．０７３．３（〕8.6.1.1.`ｌ･'６．２３１．３５０．０〔）
IIKlk ２１１９２２１１)2(Ｂ１９２．１１〔)２５］!)２４ｊＩ１ｌ２７１９２８Ｉ９２９Ｉ９３０イ61ﾘ１
執111行の総数 `1８税）Ｉ:〕２０，10２３１`Ｉ２０２０１０１
1１ 1５９：〕７７‘１１２３０
lUIiMi散 ,1２２２７１８１７Ｕ２２５７０
総点数 “‘１１１６２７．1０２２１０１９四101
⑪′
７６) ６１．８５３．７‘1３．８“､７‘１２．５‘10.920.01《).５２１．７７０．００
を1,.すぺきではあるまい。（－２）仮に２０fl:代末からＷ『たなylMi化が始ま
るとしても，執2ＮＩ１ｌｉの顔触れは２０ｲ|:代|ｿIIjliと２０ｲ|:|Ｍ<とでは大きな交
代がみられる。」しiｵ：党成191)１Ｍに活ＩＭＩする，古い文:'1家ポール・ルイは
党を離れ，ラポポール，ドマンジェは党''１災からilkい存〈'三になる。終始
変わらず執飛行として職l扮するのは力シャン，ドリオ，マルティ’ルノ
ー・ジャンなどである。ｊＭＺなテーマに'１１Ｉして記されたパンフレットを
ﾉ〈衆的に人気のあるiiUi1lill家の名を冠して１１}版し，党の~ﾄ部，ないし党外
のﾉ〈衆に読ませる，－１１mのスター・システムをIHlIiiできよう。
ノ&(:１－Ｖ)外111人のIJI人fIをもつ文献と↑ＭＩＨ.
フランス以外の諾｣|h域の１１１身者の'161人名を冠してl11riされた文献(&'）
がl920il{代をｊｍじてlWl1llするのにともなって，ＷＷＩ行の１１M〔（|〕）もlWDl1
する．執ｉｆ片のなかでＩ脚すぺき「Ｍ１(【に】ミンテルン，プロフィンテル
ンなど111際ﾈ'1縦のIIifIMvifiであろう。タト'１１人執筆行総数の１．にこの蚊(ｃ）
をi妃し，それらの人々の名1iiiのﾄﾞにI11iiされた文献の点数（(1)を示す。
さらに，ｉＭＷｆ総ｉｆl(に１１１めるこれらの機|Ｍ１の幹部の比率（c/(1)と，１A1人
の名の~｢に|}1版された文献の総点数にｽﾞＩする，こｲIらlIlf部lIviの作,１，１，の比
率（。/a）を示す。
（一）ＷＷｎﾉｲの数においても'11行された文献の数においても｜記lFl際
組織のI1WWIllの,!iめる比率'よｌｌｌｊ１１に高い｢,だが輿Ilk深いことに'よ，むしろ
1920年代末になると，執:(〔尚゛総数に,!iめるコミンテルン，プロフィンテ
ルン関係行の比率は低下してゆく。そして，これに述jiljして文献の比率
２３０
fIミ度 l蛇Ｉｌ９２２Ｉ１ｌ鋤ｌ()２１１９濠１９２６］927192819291930イミIﾘ１
総点蚊 lＩｌ２７８【H１“ｌ()３６９ ｡ ８１７５７`１１１
（【'） 2２IｌＩ９：l(）２６２jｌ２０１８鍋Ｉ
(ｂ）人 1１ 1１１２１３２６２１霞２０１９２(）
(〔）人 ５７７１(）１１！）８５（）（Ｉ
(（１）点 1３Ⅱ）１３２２ＩＩｉＩ`1１２６２１（Ｉ
〔/I）ｘＩ()(） `I().Ｉ 銅.７５１１.(ｌ尿１．８郷.５５２．４（16.0,1().０２０．３：11.6０
(I/ａｘｌＯＯ ５７．９５９」７１．．１（〕８．．１６１」ｌi１．５５０.(）５().(）３:1．３５５．３（Ｉ
192()(ｌｉＩｔのフランス共産党のｌＩｌ版活動
も低下する。これはソヴィエト・ロシアのH1状について記されたものが
墹加し，これにともなっておそらくソヴィエト・ロシアにおける専Ｉ１Ｉ１家
の登場が埆えるからである。
（三）登場する国際組織'111係背の氏名は２０ｲ|【代をj、じて変化する。
iiiFl2に多く登場するのはトロツキー，レーニン，ついでジノヴィエフ，
ブハーリン，後半に入るとスターリンのfiiiilが多く登場する。こうした
登場人物の交代'よ周知のjmU，［]シア|FIIﾉ1の勢力イトいの結果であって，
本稿においては詳述の必要は感じられない。なお’920ｲ'三代をjlDじて，
もっとも安定的に多くの文献を執叙した荷はロゾフスキーであった。彼
はフランス労働組合におけるhMiljの絲験があI)，フランスの労働者の'''１
で著名でもあれば人気も向かった。
（三）労働組合述動についてのロゾフスキー，」し産主義連動に関する
レーニン，トロツキー，ブハーリン，ジノヴィエフ，スターリンなどに
みられるように，重要な指31をⅡ/`|人の名iiiiのト・にﾉﾉえることがコミンテ
ルンなどの国際的述動においてはおこなわれていた。フランス側で作成
された文献についてはマルセル・カシャンの名が多様なテーマについて
執筆者として登場するが，それもｌｌＩＸｌ的なものであるにすぎず，またそ
の多くは議会におけるiiii説をパンフレットにしたものであった。１９３０
年代になると，重要なテーマについて，モリス・トレーズの名が記され
ることになるが，１９２０年代においては，いまだそのようなスタイルは
とられていない。
最後に出版物の二１２題と執筆月の|則julをみておくことにする。ここでは
詳細にわたる分析は省略し，子ＩｉＭｑにＩＭＩしてはフランス関係，外国関係，
世界情勢・連動，一般，その他と分け，机iiWPfについてはフランスｌＭｌｌ，
ロシアその他の外lIl人と分け，行テーマiIjの執:lWfの性'３を観察する。
(￣）下の表から￣兇して'ﾘ|らかなことは，１９２０ｲＩｉ代を通じて，フ
２３１
災(３－Ｖl)各テーマＩＦのｉＭＷｆのｆｔｌｎ
ランスlUlと=】ミンテルン，ないし外lIjlIllとの''１１に，あるｉｌｉｉの役刊ﾘｸ>１１１が
成立することである。具体的にいえば，フランスｊＩｉｌｌｒ党の発言の了liMnは
|/ilｲ｢にフランスにⅡQわりのある'１{1題に'！」られてゆく。そしてＩｌｔＷｌＩ１ｉ勢，
'１１外２１｢|iii，’11際的な巡動の状況については翻訳にIi【iるようになる。もと
より，’１１際｣Ｍ:三Ii茂迎、j全休にわたる状況の変化をAl!)上することも､l能
であるが，フランスIlllのPli↑,!jとしては，１９２０年代をｊｍじて，〈１１１ルドフラ
ンス人としてソjllLの共産了に筏連動にＩＭＩわったギルポー，ピエル・パスカ
ル，ヴィクトル・セルジュらが共産党から次節に離れていったことと平
i凡ている。また一般的１１'1,満も翻訳まかせになる。これは，l1l11ilh的な著
作のプロであったポール・ルイ，ラボポールらが党から，もしくは党''１
火から離れたことに起川している。（二）この''１１，フランスにIII1して外
国人が発言するとこも少なくなる。フランスの状況にj、じていて，しか
もフランス人党１１のなかで人気のあったトロツキーが排除されたことが
大きい。
註
①八.ＢＭＮＡｌ《、を紺乗ったドイツ人アルフレート・クレラ，」.ＣｌＩＡ‐
２３２
ili皮 ２１１９２２１１)23192.11925192(）11)２７１１)281929ＭＯイ61ﾘ１
l11ri総点H1〔 I()２７８５(〕６５１()３Ｉｊ９５９８１７５７`１１１
フランスIHI係
(フランス人）
(外''1人）
`1３、10２２２８、1.1２６２２：}２３３２１３
`１１３６２２２６・1１２６２２３１３１２１３
２，１（）２ １００１２００
外lllIYl係
(フランス人）
（外１１１人）
2２１６６１５３２２６２５２１１１２３４
８0２４５２１３（）１１
１．１１２,１１１２７２１２１１８１１２２３
ll1WIIIi3，．nK勅
(フランス人）
(外１１１人）
1２８１．１１４１２７５２】１５１６３
５１１０（）３０１００
７７１３ル１１２４５２０１．１１(〕３
－．０１(１W油など）
(フランス人）
(外111人）
19８５７９９‘Ｉ８８１１１
１，１‘Ｉ２３１１０１３（）０
５１（｝４８８．１７５（｝Ｉ
その他 (｝（〕’１１６１３２８５０
１９２０年代のフランス｣しl雄党の'１１版i円助
VAROCIIl2なる:'1名を使ったブルガリア人ミネフがこれに該当する。
②これについては，Ｂ・ラジッチ．Ｍ､Ｍ、ドラチコヴィチ「コミンテル
ン人名?１１ﾄﾞﾘLj，束)i(，1980。
第四節出版機関
岐後にこれらの執兼者の文献を刊行した||{版機|H1について分析をおこ
なう。j1iI准党系}'1版物を１２１１行した諸機関についてlよすでに》'１橘に述ぺて
あるので，ｆｆ々についての詳述は避けるが，フランス共産党が直接に経
営に'１$わった１１１版機Ullを以1,.の通り記しておく。
Librail･ｉｅｄｅｌ'IlumalliI6（１９２１－１９２６）
Bul･eau(l'Editions,ｄｅＤｉ[(usiolletdePubIicit6（1926-1927）
Bureau。'Editi〔)11ｓ（1927-）
E(litiollsS()cialcsllltcrllatiollales（１９２８－）
Publicati()IlsR6voluli()lullaires（１９３０－）
これ以外の''１版機|M1の多くは国際赤色救援会，１，際労働背救援会，プ
ロフィンテルンなどのコミンテルン関述ＩＥＩ際組織の111版i1lilﾘﾉをｉＴった組
織，あるいは統一労働総liilMM，共産主義背ｲ'二mⅢlなどの共旅党IHI述囚内
組織'１１版'1111111などであり，ここでは各々に関する詳細を背く。
以下の炎においては'１１版機関の数，党直営の'11版機UI1の数，iIII徴機Ｉｌｌｌ
によってlWjされた文献の点数，およびこれが全刊行点数に,１１めた比率
災(朴Ｉ）党I｢(付ｌｌｌ駁機１０と非直営機ＩＭＩ,およびそのＡｌｉ肋
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ｲI：１ｋ '92119221923192`１１９２５１〔)２６１９２７１９２８１９２９１９３０イ61ﾘ｝
機ＩＭＩの数 １１１３７５１２８７８７６
I11iT総点故 l()２７８５(）６５１０３６９５９８１７５７`1１１
党ｉｆ〔桝機lⅢ
I11iT点数
(`)(Ｈ１）
ｌ］１１１２２２２３
2７３６２６，1５６１‘側‘1０‘1８‘1６５１０
20.5‘1６．２５２．０６９．２５９．２６３．８６７．８５７．１６１．８“.!）0
」|§r〔糊機ＩＨＩ
１１１丁点数
(')()）
1０１２６‘111６５６５３
Uｌｊ３３２０１`Ｉ２８１１８１６１０１０７
６１．７‘12.3,10.0２１．５２７．２１５．６１３．６］９．０１３．３］３．５
をf１１次別に記す｡
（－）1920ｲ|曵代灸休をj、して，ｌｌＩ版ililI》をおこなった機関の数は減
少するが，ストレートに減ずるのではない〔1921イドから２４ｲ１２にかけて
減少し，２５ｲﾄﾞにiIiびlWDI1したのら２７fl1にIiilけて減少し，さらに２８ｲ'（
に微燗したのち，あらためて逓減ｌＷｉｌｲﾘを示し，全休として２０年ＩＷｊＨＩｉ
の約半数になる。（-..）だが，この期ｌＩ１ｌをj、じて，党直営の'１１版機関の
数はむしろ｣円大しているから，この全休をｊｍじる減少傾Ihlは，党のilII接
のコントロールの1,になかった'1|版機|Ｈ１の廃''二によって111じたものとす
ることができる」２１１火，２０イド代｢|'葉に独|]に||}版活動をおこなってい
た組織の文献が，２０ｲ|:代木になって党111常|||版機関からf１１行されるよ
うなケースがでてくる（i1iｲ|:共産主義音同MII，lIjl際赤色救援会など)。
２０年代前12の|||版機|Ｍ１の減少が「ユマニテi1I11Ii」への吸収合(ﾙによ
るものであり，党による銃Ilill強化に伴うものであったことは知られてい
るが，２０年代後､|〈の減少のMlrilは，組織」,ＷＩＩＩ１が雌93で全国的なl【Ｍｉの
能ﾉﾉの低い関述組織の'１１版活lIiljを同代わI〕し，’１１【光iili1Ii1jを一本化するlmj
さによるものであったとも港えられる。
１１１版点数について，党111〔徴機関のシェアがｊＷﾉ<することは'二の表から
|ﾘlらかである，192()ｲ|{代初IJiに５０％以~ﾄﾞであったILiｲj・率は２０ｲ|：代後
1&にはほぼ６割台を維持しておI〕，一方の」|:１１１〔尚機関の刊行点数は２０
ｲ１２代後14には１０９()台でlili移している。j1ilWi党系のｌｌＩ放物'よほぽ党ｉｌｌｌ〔徴
の||}版・ｌｉＭｊ機lHlによって掌握されるようになったということができよ
う，ちなみに独'二lの''1版活動を維持した数少ない*１１織は統一労働総lrjlWl
であった。
だが，各年次yllの|:Ｉｌｉｉ点数全体から党119[徴ＴＩｌｌ１Ｉｉ苑↑『の文献の数と非iil〔
徴機関充1丁の文献の数をｿ|いてもかなりの残余がｲﾄﾞｲ[;する`、これらは111
版機関の名をもたないものである。これらのうちには''1版機関の名称に
代えて｢|｣MII所名をもつものがあるし,そこで｢'111111所名をもつもの，Ililらの
機DM名をもたないものに分けて作表すると以ﾄﾞのjmIjになる。
２３４
192()（'１代のフランス共)if党の111版iiF助
Ｊ((４￣Ⅱ)lⅡltY機IY1俗をもたないｌｌＷｈ〔物とその比率
災い-111)llUIY機１１０名をもた-ｒ,災紙の-‐部に#11職名を記紋した文献
このような通附記ilil(されるデータをもたないＩｌｌ版物は２１年から２５ｲ'二
までについてはｲ'２１A均で全1Ｗ｢点敬のｌ().６ツ()であり，｜A1容的にみて，
発行の１０t(Iの所ｲｌｉをぼかすことを'二|的とするもの，０１，ｲｉｉの対象が限定さ
れたもの，恒常的なlll版活動をおこなう意志のない災|Ⅱのものなどとllli
定されるものが多い。だが，２６ｲＩｉから３０ilHまでの５ｲlillllについては
21.39()と倍増する。これらの多くは造本，’'１紙，活字などから，一見し
て「Ⅱ}版局」のｌｌｌ版物と判IﾘＩするものが多く，また￣''１版局」の|||版'二｜
録にlljiliRされているものも少なくないニこの点では，１９２０年代のもの
とはｿ'しなる要因によるものと》卜11断せざるをえない・しかも，これらのな
かには辨打名として，もしくは題名のうちに共産党，共施党''１央委貝会，
書記局，あるいは統一労働総liilHIlなどの名称が記されている場合が少な
くない(Ｕｌｌ版機関ｉｆ'1をもたないｌＫの文献のなかで，表紙のどこかに組織
・機lMl名の記されているものの数を変(`1-111）にあげておく。
（・）’1|版機関名をもたないもののなかで，著者名もしくは題名のう
ちに*'１織・機関の名称が含まれるものは，以|このように合計６４点を数
えるが，組織別にみると共旅党とその内部機lMiの名称をもつものがもっ
とも多く３８点である。次に多いのは統一労働総同盟の６点であり，残
２３５
ｲI：皮 I9211922I923192oll925192(ｊＩ９２７１９２８１９２９１９３０イミIﾘ］
総点】：（ 102７５５０６５１０３Ⅸ）５９８１７５７４１１
印I(lljjli名あり 1６３２２２４６2３2
機lul俗!#し ６：１１Jｌｌ２１２７１`１１７１０２
Ｉ
<)）
９‘Ｉ６１`１１`１１１２０１９１３‘Ｉ
8.812.0８.(）！).２１３．６２０．３１８．６２３゛８２５．３１７．６（l(i・・１
fIi皮 I92Il922I92311)Ｚｌｌ９２５１１)２６１９２７１９２８１９２９１９３０イ《1ﾘ１
総Ａｌｉ数 102７５５０“103 5９８１７５７４１１
機IMlfi無し ９‘Ｉ６１４１．１１１２(）1９１３‘Ｉ
組織flｲｉｌｊ ６｡’３３４５６１(｝８７２
余は国際赤色救援会などのフロント組織であるニこうした文献は内存的
にみてl1l:ﾄﾊﾞがIﾘl11jmである。一つの極鮒は党大会BL1係文書など，部内にliil
けて111行されているらしいもの，他の一つは選聯を念頭において発行さ
れたらしいものである。これらの点からして，’'１版機関名をもたないこ
れらの１１}版物の多くは，ｊｍｆＩＩの意味でのIli販の対象とはならない文献で
あったと考えることができる。すなわち，特定のlMIi客層，いわば身|Alに
対して|(Ⅲけられたもの，もしくは仮に外部にliIIけられたものであっても，
特定のルートをj、じて配付されるべき文献などである。’'１版機関名をも
たない文献の増大は，頒布のルートのl1Iil疋化，あるいはまた講読者liYiの
|A1定化を示しているといえよう。
（二）なお上の''１版機関ｲﾉlをもたないもののうちには，yllのルートで
頒布されたことが1('１１ﾘIするものがある。これは｣し産党機'１１１紙『ユマニ
テ｣，、１１論機関誌「カイエ・デュ・ポルシェヴィスム｣，フランス語版コ
ミンテルン機関誌『アンテルナシオナル・コミュニスト」などのylllllI，
特別号あるいは付録などの形で発行されたものである。これらの多くは
lli独で販売されることもあったらしいが，あるもの(よ定)U1TIl行物の''1〔路
に乗せて倣布されたらしい。
結論
このiiliの分析のjⅢ例として，作業からIﾘlらかにされることは，さして
I|:目を蝿かすようなものではない。まず，フランス共産党の出版活助の
変化は１９２１年から２４年まで，２５f|{から２７ｲI:まで，そして２８年以降
の三つの波動のなかで進展する。この波動は刊１丁点数の動きについても，
三[ﾐ題の変遷においても，また執筆|hliの変化に関しても，さらにはlll版・
頗布の機|Niについてもいずれも折摘しうるものである。
機柵的な0111面からみれば，１９２０ｲ|:lWj頭に存〈ｌＬた小Ill版機関は党
illI営の機関のなかに吸収されてゆき，２０年代''１葉以降，」し雌党系の諸
lill体の111版活動も徐々にiil〔徴111版・lXiｲｌｉ機関のもとに集約されてゆく“
２３６
１９２０年代のフランス)し蔽党の'１１版iiMﾘﾉ
この1Wきをかならずしtj'1.1.111(=|i義的統制の強化と捉える,１２､要はない．む
しろ党の111〔接のIHI猟のもとに，全国的な流jmのルートをliii1血するなかで，
今1111化が図られたというぺきであろう。１１１版物の流jmのルートが仮に－.
元Ⅱﾘであっても，発言の多元ｌｌｌ;を維持することはｲ;１１１能ではなく，まし
て党｣２１ivi部とﾄ部大衆の'111でコミュニケーションの収ﾉﾉ|(I11fl;が1M;保され
ることＩよありえよう。これは別の１１１１題である。
だが，｜両1時に執:ＮＩＩｌｉの'１１０１定化，もしくは''１版物の''１:|ifのｌＩＩｊｌ定化が進む
ことによって，この今lll1化は突川ﾘに銃i1illの鹸化を恋Ukすることになる。
コミンテルン，ないし[ｊシアの党に由来するI||版物の｣n人，党I:lIyi部か
らの脂２１のliii)jllが192()ｲ|【代以降を特徴づけることになる。これはニリミ
ュニケーション型lllllA1Nllの多ﾉﾉlril性を失わせ，メッセージの伝達を・元
化すると|両111#に一ﾉjlrll的なものにする。これにともなってiiIli法も変化し，
ML案，ｉ誹議などに代わって，数示，指令などの形がとられるようになる。
ロシア伝来の父lil(については，1920ｲ'１代木に，すでにのちに「Ih1人
崇ｌＩｉ」という言雌によって災lAlされる，特定'１１，１人の発言の独占の状DIlが
lll現するが，フランスIlIllでllIll÷Iに作成されるものについては，まだその
ようなlhiilｲﾘはDJｵ】ていない`，このような現象が１９３０ｲｌｉ代に生じるとし
ても，それはかならずしも「ソヴィエト化｜の結果とみなすわけに(よい
かない。むしろ，２０fl<代にはllA1人の名の1..に発言することを|(|ⅡIjllし，
機関の名によってメッセージを送る努力が|x'られた。機ＩＭＩ了に侭とも災皿
できるが，あるいはIliに'1.(I1i(三l義とも呼びうるであろう。－．ﾉﾉでは，共
l)i｢：党成立以iiiiから，あるiiiのスター・システム，すなわち定評のある特
定1A１人に特定のテーマをlIL､11させる方式がnYl1した。Tl｢〈はIlll染''11Mmに
|H1するコンペール・モレル，ｉ|苫会主義のI1jIi史についてのポール・ルイが
あI)，Ｗ｢し〈は反11(了I識jUnlillのマルティ’背IlH皿１１iljのドリオ，復'二Ｍ|(人
lllllulについてのヴァイヤン・クテュリエなどがあげられる。こうしたス
ター・システムと'１９(I1iWlillが$,Iiびついてモリス・トレーズの体I1illが生まれ
る。この仮説によれば，トレーズが党を支配したというよりは，党が求
２３７
めて探しlllしたスターがトレーズであった。
ともあれ，1920ｲlH代未に'よ機構の－.兀化と執i1IMiのI！《定によってメ
ッセージの伝達がjlIlli的，かつ－ﾉj的におこなわれるようになる。この
プロセス(よ「ボルシェヴィキ化」ないし「民三|ﾐ災Il1ili'１」のIiii:立として表
現されるが，このようなコミュニケーション空''１１の変衝に対して，他の
媒体，すなわちﾘさ会，あるいは局地的なiJi字媒体がどのように機能した
かがlll1Iulになるであろう。これらについては現〈lHまでのところ研究され
ていない。なお，ｌ９２０ｆｌ２ＩＭ<以降，１１１(徴出版；l:の複数化が'又'られる．
一iiiにおいてはこれはＩｌＩ版jIililjの多元化として評llliできるが，２０（|{代
において'よ，コミュニケーション空'''１の多元化に結びつくものとはなっ
ていない。
一方，コミュニケーション空'''1の物lll1的変容に対応して，メッセージ
の種jViと|'|§格も変化してゆく。総じてみれば，２０ｲ|ﾐlWIljHの，ロシア
雌命に触発された/k未ｉｌ:会諭，ｉ|:会了|{茂述動諭，iIiI〔命論は''１１もなく姿を
il1iし，モデルとしてのロシア党，ないしロシアi(|笛会の紹介が大きなii1Iillq
となる。独'二|のill点からフランス社会，ないしフランスujl家を観察し，
Ⅱ＃々亥叱の状況に対応する試み(よはじまってはいるが，ｈＡ:命後のロシア
ド|:会と対比して，ブルジョワ'１１家，ブルジョワド|:会一般をＪｌ:難する段階
からさほど遠いものではなかった。その点からすれば，１９２０年代のフ
ランスｊ１ｉ１雁党は，フランス'11家に全iIli的に対時する党とはなっていなか
ったし，またフランス|AIｲ丁のlIIli史的-ltI礎の上にきずかれた「W『しい党」
ともなっていなかった。
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